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翻
船
謂
繭
翻
鹸
簸
㍑
灘
船
既
就
任

総
合
計
画
審
議
会

　
白
石
市
総
合
計
画
等
の
基
本
施
策

の
樹
立
の
た
め
白
石
市
総
合
計
画
審

議
会
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
審
議
会
は
、
市
民
の
福
祉
向
上
と

市
勢
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
に

市
の
総
合
計
画
に
つ
い
て
市
長
の
諮

問
に
応
じ
て
審
議
し
、
答
申
し
、
意

見
を
申
し
出
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
委
員
は
学
識
経
験
者
、
公
共
的
団

体
の
役
員
、
市
職
員
で
組
織
し
任
期

は
二
年
と
な
っ
て
お
り
、
新
し
い
委

員
に
次
の
方
々
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
後
の
活
躍
に
期
待
が
よ
せ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

会
　
長

副
会
長

委委委委委委

員員員員員

関
谷

平遠鈴大小
井藤木宮野

委
　
員
　
朝
倉

委委委委

貝貝貝貝

高菅上成
橋野西川

都
市
計
画
審
議
会

　
白
石
市
都
市
計
画
行
政
の
円
滑
な

運
営
を
は
か
る
た
め
に
、
白
石
市
都

市
計
画
審
議
会
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
審
議
会
は
、
市
が
定
め
る
都
市
計

画
に
関
す
る
こ
と
等
市
長
の
諮
問
に

応
じ
て
審
議
し
答
申
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

　
委
員
は
学
識
経
験
者
、
市
会
議
員

及
び
市
職
員
で
組
織
し
任
期
は
二
年

で
新
し
い
委
員
に
次
の
方
々
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

会
　
長
　
渡
辺

宗
一
（
羅
謹
）

重
夫
（
会
社
社
長
）

和
好
（
農
　
　
業
）

仲
次
（
会
社
杜
長
）

倉
雄
（
市
議
会
議
長
）

二
郎
（
騒
学
晒
）

鈴
木
敬
真
騨
難
）

員
　
佐
藤

委
　
員
　
四
竈

　　　吉
　達　子
　　パ会郷白市
　観石婦
光温襲

長協泉震

一　＿

委
　
員
　
鈴
木
　
五
朔
（
会
社
社
長
）

松
雄
（
矯
聖

　
尚
（
会
社
社
長
）

重
信
（
市
議
会
議
員
）

信
男
（
団
体
役
員
）

　
亨
（
市
助
役
）

　
　
〈
敬
称
略
V

平
和
日
本
の
象
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
の
丸
の
国
旗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
長
　
鈴
　
木
孝

　
昭
和
三
十
二
年
私
が
国
際
協
同
組

合
会
議
に
招
か
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
九

十
日
の
視
察
を
終
え
帰
り
み
ち
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
七
力
国
を
廻
っ
て
帰
り
ま

し
た
が
、
私
の
農
協
組
合
員
へ
の
お

土
産
は
外
国
製
品
で
は
な
く
日
本
の

日
の
丸
の
旗
で
し
た
。

　
私
の
こ
の
旅
行
で
、
最
も
強
い
印

象
を
受
け
た
の
は
、
ど
こ
の
国
で
も

そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
が
自
分
の
国
旗
を

こ
よ
な
く
愛
し
国
旗
の
下
に
強
く
手

を
結
ん
で
い
る
姿
で
し
た
。

　
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

の
大
統
領
の
部
屋
に
も
星
条
旗
が
掲

げ
ら
れ
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
海
岸
に
も

オ
ラ
ン
ダ
の
農
場
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の

国
旗
が
空
高
く
ひ
る
が
え
っ
て
お
り

B
、良

ま
し
た
。

　
日
本
を
離
れ
こ
の
姿
を
見
て
私
は

な
ぜ
日
本
人
が
日
の
丸
の
旗
を
愛
し

て
い
な
い
の
か
深
い
反
省
を
感
じ
ま

し
た
。

　
大
平
洋
戦
争
と
日
の
丸
、
軍
国
主

義
の
先
頭
に
利
用
さ
れ
た
日
の
丸
、

こ
れ
が
終
戦
で
日
の
丸
を
嫌
う
姿
に

変
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
学
校
の
入
学
式
で
も
国
旗
の
掲
揚

や
国
歌
の
斉
唱
を
全
員
に
た
だ
し
て

反
対
が
あ
れ
ば
や
め
た
事
実
も
聞
い

て
い
ま
す
。
赤
旗
を
掲
げ
る
集
団
に

日
の
丸
を
掲
げ
る
右
翼
が
襲
い
か
か

っ
た
と
か
、
国
民
の
感
情
を
傷
め
つ

け
る
よ
う
な
出
来
事
が
、
新
聞
や
テ

レ
ビ
で
報
道
さ
れ
る
度
ご
と
に
、
日

会
長
代
理
者
　
鈴
木

委委
員貝

三日
沢下

委
　
員
鹿
又

委委委委委

員員員員員

半高松佐斎
沢橋本藤

佐
男
（
鎚
灘
）

彦
二
市
議
会
議
貝
）

典
男
（
繭
嫉
、
撚
）

賢
吾
（
農
協
専
務
）

喜
男
（
阯
瑠
報
）

彦
一
（
市
議
会
議
員
）

徳
三
（
市
議
会
議
貝
）

正
男
（
市
議
会
議
貝
）

　
亨
（
市
助
役
）

　
進
（
市
総
務
課
長
）

　
　
〈
敬
称
略
〉

の
丸
が
再
び
軍
国
主
義
へ
の
復
活
を

想
わ
せ
る
イ
メ
ー
ジ
を
国
民
に
与
え

た
事
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
中
国
の
天
安
門
に
も
紀
旗

が
ひ
る
が
え
り
国
民
が
最
高
の
敬
意

を
表
し
て
い
る
姿
を
こ
の
目
で
見
て

来
た
自
分
に
は
日
の
丸
は
日
本
を
表

わ
し
、
こ
れ
か
ら
の
平
和
日
本
の
象

徴
と
し
て
世
界
か
ら
親
し
ま
れ
る
旗

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。　

日
の
丸
の
歴
史
を
み
て
み
る
と
嘉

永
六
年
ペ
リ
ー
の
来
航
に
よ
っ
て
、

日
本
の
国
を
示
す
旗
が
必
要
と
な
り

安
政
五
年
幕
府
か
ら
日
本
の
旗
は
、

”
白
地
に
日
の
丸
〃
と
定
め
た
旨
を

各
国
に
通
知
し
た
と
あ
り
ま
す
。

　
日
の
丸
を
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
自
分
を
愛
し
国
民
を
愛
す
る
運
動

の
展
開
を
す
す
め
て
行
き
た
い
と
念

願
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　　　　　アンケハト　　　　　　　　ご　カください

　イ生みょいFま参、ヵ，ら
　　イ生斑，7！…ぐなき「「まち、、白1石‘をあき3℃て

〉調査の目的　よ｝）明るい豊かな住みよい白石市を築きあげる　し・調査の方法　アンケート方式で回答方法

　　　ため　　　　の　　　　を　　するロ　　　　　　　　　　　　は　　　ロ

購膿謝漏棚。。名を無作為抽出す．．　白石青年会議所
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鵠
㌧
ポ
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」
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嘉

　
　
　
　
　
防
ぐ
踏
あ
な
た

　
昭
和
五
十
］
年
一
月
か
ら
十
二
月

ま
で
の
市
の
火
災
状
況
を
見
ま
す
と
、

市
民
の
財
産
が
十
九
件
、
五
四
、
八

六
七
千
円
が
火
と
煙
に
消
え
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
建
物
の
火
災
の
ほ
か
、
車

両
火
災
二
件
、
山
火
事
一
件
が
含
ま

れ
て
お
り
、
損
害
額
は
前
年
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
ほ
ん
と
う
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と

で
す
。
ま
た
そ
れ
以
上
に
二
十
一
名

も
の
罹
災
者
が
あ
り
、
死
者
一
人
傷

者
三
人
と
い
う
恐
し
い
事
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
最
近
の
建
物
が
危
険
物
も

多
く
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

う
え
、
有
害
ガ
ス
が
発
生
し
や
す
い

合
成
樹
脂
製
の
新
建
材
を
使
用
し
て

い
る
た
め
で
す
。

「
火
災
の
恐
し
さ
は
、
体
験
し
た
人

で
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
」
そ
れ
も
自

分
の
家
が
火
元
に
な
っ
て
み
て
初
め

て
身
に
し
み
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

そ
ん
な
経
験
は
し
な
い
ほ
う
が
宜
し

い
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
築
い
て
き

た
財
産
を
灰
に
し
な
い
た
め
に
も
、

「
自
分
の
城
は
自
分
で
守
る
。
」
と
言

う
用
心
が
防
火
の
第
一
歩
で
あ
り
日

常
生
活
の
中
に
習
慣
づ
け
た
い
も
の

で
す
。火

災
の
多
い
季
節

　
空
気
が
乾
燥
し
、
蔵
王
お
ろ
し
が

強
く
な
る
こ
れ
か
ら
が
火
災
多
発
の

時
期
で
す
。

　
全
国
的
に
二
月
二
十
八
日
か
ら
三

月
十
三
日
ま
で
、
春
の
全
国
火
災
予

防
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
小
さ
な
火
災
も
未
然
に
防
ぎ
、
火

事
の
な
い
町
を
つ
く
る
た
め
、
家
庭

や
学
校
、
職
場
で
次
の
こ
と
を
話
し

あ
い
、
み
ん
な
で
防
火
に
努
め
ま
し

よ
・
つ
。家

庭
で
の
火
災
予
防

V
　
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば

　
こ
の
防
止

▽
　
暖
房
器
具
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
正

　
し
い
使
用
方
法

V
　
就
寝
前
や
外
出
前
の
火
の
元
点

2月28日～3月13日

　
検
の
徹
底

▼
　
消
火
用
具
や
消
火
用
水
の
備
え

　
付
け

▽
　
火
遊
び
の
禁
止
と
た
き
火
の
際

　
の
安
全
確
認

▽
　
火
災
の
際
の
消
火
活
動
や
避
難

　
方
法
の
周
知
徹
底

学
校
・
職
場
で
の
火
災
予
防

▽
　
火
災
予
防
に
関
す
る
知
識
普
及

▼
　
消
防
用
設
備
等
の
設
置
と
点
検

　
整
備
の
完
全
実
施

▽
　
消
防
計
画
等
の
周
知
徹
底
と
訓

　
練
の
実
施

▽
　
避
難
路
の
安
全
確
保

▼
　
火
気
使
用
場
所
の
整
理
、
整
と

　
ん
及
び
防
炎
カ
ー
テ
ン
使
用
に
よ

　
る
出
火
の
防
止

革
万
一
、
火
を
出
し
て
し
ま
っ
た
ら

大
声
で
知
ら
せ
る
。
正
し
く
】
［
九

番
に
通
報
す
る
。
消
火
器
の
使
い
方

の
コ
ツ
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
知
っ
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
原
因
別
に
見
る
と
P
タ
バ
コ
の
投

げ
捨
て
六
件
、
乾
燥
場
石
油
バ
ー
ナ

山
火
事
を
防
．
こ
う
！

ー
四
件
、
風
呂
場
三
件
と
な
っ
て
お

り
、
幸
い
に
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
関
係
は

］
件
と
な
っ
て
い
る
が
、
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
に
よ
る
火
災
は
、
人
命
損
傷
を

と
も
な
う
こ
と
が
多
く
、
コ
ン
ロ
、

風
呂
釜
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
出
火
原
因
の
上
位
が
、
い
ず
れ
も

生
活
に
密
着
し
た
こ
と
に
注
目
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
に
よ
る
火
災

が
多
発
し
て
い
る
こ
と
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
気
の
ゆ
る
み
、
不
注
意
か
ら

火
災
を
起
し
て
い
ま
す
。
一
層
気
を

引
き
締
め
て
防
火
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
出
か
け
る
と
き
は
、
お
隣
り
へ
一

声
か
け
る
な
ど
、
火
の
用
心
を
地
域

ぐ
る
み
で
話
し
合
い
協
力
し
て
い
く
、

こ
の
地
域
ぐ
る
み
で
の
心
が
ま
え
が

火
事
の
な
い
町
へ
の
第
［
歩
で
す
。

郷土の歴史の説明と清掃活動
3月13日（雨天o）場合20日）

　9：00～11130　　　　　　　　〈市役所前集合〉

清掃場所…片倉家廟所・世良修蔵の墓・郡山横穴
　　　　古墳群、その他
対象…小学校5年生以上の方
※　ご参加の方は3月10日まで市教育委員会にご連

　絡ください。　　　白石而教育委員会

　白石市青少年
　　　　、監、るさと運重力（7）つどい

　　と　き：3月29日　　ところ：自石而民会館

展示101じ0～15：00
　0白石和紙の製法工程、紙布織、紙子
　り野の碑　　●土器の分類
推進研究会　13130～15：00

顧轟蚕褐♂ζ運動の推進．目石而教育委員会
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老
人
福
祉
に
活
躍
す
る

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
コ
ン
ニ
チ
ワ
、
お

変
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」

「
待
っ
て
い
た
よ
、
き
ょ
う
は
早
や

か
っ
た
ネ
。
」

　
き
ょ
う
も
、
六
名
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
は
、
仕
事
に
精
出
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
六
名
の
内
、

四
名
は
｝
人
暮
ら
し
老
人
を
訪
問
し

舞

念入りに事務打合せ

て
、
老
人
の
話
し
相
手
に
な
っ
た
り
、

身
の
廻
り
の
世
話
を
し
て
お
り
、
ま

た
重
度
心
身
障
害
者
及
び
入
浴
車
に

各
一
名
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
老
人
家

庭
奉
仕
員
）
は
、
四
十
八
年
十
月
か

ら
、
老
人
福
祉
の
】
環
と
し
て
設
け

ら
れ
、
一
人
暮
ら
し
老
人
の
介
護
や

譲
浬

旨；

嵐ダ

　物論

　　：謙扇
　　　さ扇セ轟肖激塾且　　・

　　　　　　も

麟霧懲藝鋤膠洲γ層『「』

6名のヘルパーが市役所を出発

相
談
を
始
め
、
炊
事
、
洗
た
ぐ
、
掃

除
、
買
物
、
つ
く
ろ
い
物
な
ど
、
老

人
の
身
の
廻
り
の
世
話
を
し
て
く
れ

る
事
が
主
な
仕
事
で
す
。

　
現
在
二
十
六
名
の
一
人
暮
ら
し
老

人
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
派
遣
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
一
人
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
一
日

二
世
帯
平
均
に
廻
っ
て
世
話
を
し
て

い
ま
す
が
、
最
初
は
、
他
人
か
ら
世

話
に
な
る
の
は
い
や
だ
と
、
受
け
つ

け
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で

は
、
］
週
間
一
、
二
度
来
る
の
を
待

ち
こ
が
れ
、
日
用
品
の
買
物
か
ら
、

身
の
上
相
談
ま
で
話
題
が
つ
き
ま
せ

ん
。”

一
人
暮
ら
し
”
と
い
う
暗
い
生
活

か
ら
、
日
ま
し
に
明
る
さ
を
取
り
も

ど
す
お
年
寄
り
達
の
顔
を
見
る
の
が

楽
し
み
と
、
風
雨
に
も
め
げ
ず
自
転

車
で
飛
び
出
し
て
行
く
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
六
名
の
活
躍
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

〆
戟

、

ー
等
F

。
ぎ

着物の出来あがりを楽しみに

①毒エサはテンエイティを使用し強い毒物で、毒エサや死んだネズミを家畜が誤って食べると中毒死します。
②家畜の放しがいをしないでください。

③死んだネズミを見つけたら、地中深く埋めてください。
④毒エサを仕かけたことを皆んなに知らせましょう．　白石市・仙南地方農業共済組合・白石農協
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　　　鳳、r』r』、、、、㌦、㌔』、rし、、、、、、、『』
奪『窺彙巽薪幹綜新臼石駅板瀞高架橋工纂起工

贈　’糠　議練
lli』禽、、嫡鱒難霞

紳

製

、
盈
、

　
織

　
　
鰯
懸

■
薙

鳥
ρ
壁

癩
姥
緯
蝶

聯
、

象
歯
隔

鯉劇
∵

“新白石駅（仮称）

　　　高架橋起工式，，

　東北新幹線東京・盛岡間が、46年1月決定
し、同年10月新白石駅工事が認可されました
　市民待望の新白石駅の建設は、すでに駅中
央部高架橋が工費19億円で51年3月着工、本
年2月駅北地区の工事発注を機に、関係者参
列のもとに現地で起工式が行われました。尚
高架橋の完成を待って、駅舎の建築が55年開
業を目標に建設工事が進められます。

　起工式昭和52年2月22日
　施工催主　株式会社銭高組
　駅舎完成までの工事費　約80億円
　〈駅舎設備概要＞
3階　新幹線ホーム　長さ410m
2階　新幹線コンコース
1階　コンコース・みど「）の窓口、事務室等

一一一……荷め雛題……一一…一
“小さな親善大使
　マッカーシーさん，，

タリークラブ（熊谷勝会長）で

白石女子高等学校1年麻生奈穂
への留学と交換のかたちで、51
年7月までの1年間、アンM・マ
ん（18歳ミネソタ州ワイザタ出
学生として引き受けております。

女子高等学校2年に在籍してい
一さんは、優秀な学生でソフト
が得意です。市内の飯沼洋三さ
さんそして現在麻生直哉さん宅
り、ご飯、味噌汁が大好物。

にクラスメートと共に勉強に励

ら、気軽に声をかけてください

【
月
国
52
さ
留
石
シ
楽
展
な
気
す
た

ロ
4
米
ら
一
換
白
一
亭
芳
に
元
ま
つ

北
年
の
か
シ
交
、
カ
、
藤
話
も
り
あ

石
昨
ん
月
一
を
在
ツ
ル
斎
世
日
お
で

白
、
さ
8
カ
）
現
マ
一
、
お
今
で
街

　
は
美
年
ツ
身
　
る
ボ
ん
に
　
ん

曳蔀

．
明
治
の
史
跡
め
く
り

　
　
　
昭
忠
碑

　
明
治
六
年
欧
州
諸
国
に
な
ら
い
国

民
皆
兵
を
め
ざ
し
て
徴
兵
令
を
布
告
、

同
十
五
年
軍
人
勅
諭
に
よ
る
「
天
皇

の
軍
隊
」
を
組
織
化
、
兵
役
義
務
制

を
確
立
し
富
国
強
兵
の
実
を
あ
げ
た

近
代
日
本
で
は
、
其
の
後
は
現
今
と

ち
が
い
戦
勝
凱
搬
時
の
軍
入
は
、
青

少
年
の
人
気
の
的
で
あ
り
、
あ
こ
が

れ
の
対
象
だ
っ
た
。

　
明
治
初
め
、
人
口
急
増
、
就
職
難

時
代
が
く
る
と
、
兵
隊
は
次
三
男
の

若
者
の
就
職
口
と
し
て
人
気
が
あ
り
、

明
治
十
年
代
か
ら
白
石
地
方
で
演
ず

る
軍
隊
の
機
動
演
習
に
は
、
約
五
年

毎
に
兵
隊
が
行
軍
、
民
宿
し
て
軍
事

思
想
を
鼓
吹
し
、
軍
隊
に
対
す
る
親

し
み
を
増
し
て
行
っ
た
。

　
明
治
二
十
三
年
に
教
育
勅
語
が
灘

発
さ
れ
、
儒
教
主
義
に
基
づ
く
忠
孝

中
心
の
入
倫
の
道
が
、
学
校
教
育
・

社
会
教
育
を
通
じ
て
全
国
民
の
思
想

と
し
て
確
立
し
、
進
ん
で
国
難
に
殉

ず
る
気
運
が
現
わ
れ
、
明
治
の
日
本

は
新
興
の
意
気
盛
ん
だ
っ
た
。
大
陸

に
活
躍
せ
ん
と
し
た
日
本
は
、
平
和

と
独
立
維
持
の
名
目
で
清
国
と
、
続

い
て
ロ
シ
ヤ
と
交
戦
し
て
、
現
地
住

民
や
相
手
国
に
大
被
害
を
与
え
、
忠

勇
無
双
の
軍
隊
と
上
下
あ
げ
て
の
挙

国
一
致
の
銃
後
の
活
動
で
勝
つ
こ
と

⑫
　
白
石
と
軍
隊

白
石
市
史
編
纂
委
員
飯

沼
　
寅
　
治

が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
人
命

軽
視
・
軍
国
優
先
の
時
代
で
国
民
個

人
の
犠
牲
は
実
に
大
き
か
っ
た
。

　
日
清
戦
争
当
時
は
刈
田
郡
尚
武
会

が
あ
り
、
戦
勝
を
め
ざ
し
て
数
々
の

活
動
を
行
な
い
銃
後
を
安
泰
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
ん
し
ょ
う
た
ん

　
三
国
干
渉
に
対
す
る
臥
薪
嘗
胆
後

の
日
露
戦
争
当
時
に
は
刈
田
郡
兵
事

議
会
が
郡
長
、
町
村
長
を
中
心
に
し

て
、
出
征
軍
人
、
遺
家
族
の
慰
問
援

助
等
各
方
面
に
活
動
し
、
ま
た
愛
国

婦
人
会
分
会
が
、
こ
れ
と
表
裏
』
体

と
な
り
銃
後
を
完
全
に
か
た
め
た
の

で
あ
っ
た
。

　
表
紙
写
真
は
、
四
十
二
年
五
月
竣

工
の
刈
田
郡
出
身
、
日
清
日
露
の
戦

（
病
）
死
者
二
六
名
の
昭
忠
碑
で
あ

る
。
日
清
戦
争
後
、
銚
子
ヶ
森
で
郡

民
あ
げ
て
の
戦
勝
祝
賀
会
が
あ
り
、

　
三
十
九
年
十
月
、
日
露
戦
争
の
大

招
魂
祭
が
城
山
で
行
な
わ
れ
た
が
、

　
同
年
八
月
郡
内
有
志
が
相
図
っ
て
、

そ
の
忠
烈
を
永
久
に
伝
え
ん
と
陣
場

山
に
建
碑
の
工
を
起
し
た
。
し
か
し

東
北
大
凶
作
で
中
絶
し
た
が
、
福
岡

村
民
が
挙
村
一
致
、
犠
牲
者
名
を
刻

銘
し
て
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
明
治

四
十
三
年
頃
、
在
郷
の
軍
人
が
郡
及

び
町
村
の
在
郷
軍
人
会
を
興
し
、
爾

来
活
動
を
行
な
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
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国
保
被
保
険
者
証
の
更
新

　
　
　
㊥
・
㊥
の
保
険
者
証
は
前
も
っ
て

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
で
、
現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険

者
証
は
、
三
月
三
十
］
日
ま
で
使
用

出
来
ま
す
が
以
後
は
使
用
出
来
な
く

な
り
ま
す
。

　
四
月
］
日
か
ら
は
新
し
い
被
保
険

者
証
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
の
交
付
は
、

三
月
二
十
二
日
か
ら
各
地
区
ご
と
に

更
新
を
行
い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は

三
月
十
五
日
号
お
し
ら
せ
ば
ん
に
掲

載
し
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
に
次
の
よ

う
に
家
族
に
変
更
が
あ
る
場
合
に
は
、

更
新
前
に
市
役
所
又
は
、
各
出
張
所

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
　
住
所
の
変
更
（
転
入
・
転
出
・

　
転
居
）
が
あ
る
場
合

▼
　
社
会
保
険
に
加
入
し
た
者
が
、

　
あ
る
場
合

▼
　
社
会
保
険
を
や
め
た
者
が
い
る

　
場
合

　
更
新
時
に
必
要
な
も
の

▼
　
現
在
使
用
中
の
被
保
険
者
証

▼
　
家
族
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
印

　
鑑

▼
　
修
学
、
そ
の
他
特
別
の
事
由
に

　
よ
り
、
㊥
ま
た
は
⑱
の
表
示
し
て

　
あ
る
被
保
険
者
証
は
前
も
っ
て
ご

　
準
備
く
だ
さ
い
。

▼
　
修
学
の
た
め
㊥
の
被
保
険
者
証

　
の
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、

　
在
学
証
明
書
も
必
要
で
す
。

o
防
火
貯
水
槽
四
基
　
県
住
宅
供
給

公
杜
　
緑
が
丘
地
内
消
防
水
利
　
o

防
犯
蛍
光
灯
八
基
　
東
北
電
力
白
石

営
業
所
　
秋
の
サ
ー
ビ
ス
旬
間
行
事

o
現
金
参
万
円
　
松
若
寿
久

菊
会
児
童
福
祉
事
業
資
金
寄

O
愛
の
チ
ャ
イ
ム
一
式
白

石
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
青
少
年
不

良
化
防
止
　
o
土
地
二
八
二
平
方
米

七
十
七
銀
行
　
市
道
用
地
　
o
マ
ッ

サ
ー
ジ
器
一
台
　
渡
辺
市
太
郎
　
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
備
付
　
o
現
金
五

万
円
　
高
橋
源
寿
　
小
原
公
民
館
備

品
購
入
費
　
o
車
庫
一
棟
　
県
畜
産

開
発
公
社
　
o
現
金
五
万
円
　
高
橋

　
　
　
源
寿
　
小
原
小
備
品
購
入
費

附
・
現
金
五
万
円
高
橋
源
寿

　
　
　
　
小
原
中
備
品
購
入
費
　
o

繋
留
所
一
棟
　
白
石
農
協
　
家
畜
市

場
繋
留
所

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

綜鐵蝶馨誇
を
す
ま
す
と
、
被
保
険
者
と
な
り
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
保
険
料
の
積
立
金
と
国
庫
負

担
金
で
老
齢
者
や
障
害
者
に
対
し
て

老
齢
年
金
や
障
害
年
金
が
で
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
国
民
年
金
は
国
が

行
な
う
制
度
で
す
か
ら
、
私
た
ち
の

納
め
た
保
険
料
の
ほ
か
に
、
国
か
ら

年
金
額
の
三
分
の
一
の
負
担
金
が
で

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
民
年
金
の
事

務
に
必
要
な
費
用
も
、
す
べ
て
国
か

ら
で
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
月
二
、
二
〇
〇
円
に

　
四
月
か
ら
、
男
女
、
年
齢
を
問
わ

ず
一
人
一
カ
月
二
、
二
〇
〇
円
（
本
年

三
月
ま
で
は
一
、
四
〇
〇
円
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
国
民
年
金
保
険
料

は
所
得
控
除
（
社
会
保
険
料
控
除
）
の

年
金
を
ふ
や
す
附
加
保
険
料

　
年
金
を
た
く
さ
ん
う
け
る
た
め
に
、

も
っ
と
保
険
料
を
納
め
て
も
よ
い
と

い
う
人
は
、
だ
れ
で
も
、
い
つ
か
ら

で
も
附
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
附
加
保
険
料
額
は
一
人

一
カ
月
四
〇
〇
円
で
、
定
額
保
険
料

と
い
っ
し
ょ
に
納
め
ま
す
。

　
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は

　
家
計
が
苦
し
く
て
保
険
料
が
納
め

ら
れ
な
い
と
き
は
、
申
請
し
て
保
険

料
を
免
除
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
申
請
の
手
続
き
を
と
ら
な
い

で
滞
納
す
る
と
、
年
金
を
う
け
る
上

で
不
利
な
扱
い
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
免
除
保
険
料
は
、
そ
の
後
納
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
十
年
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
、
そ
の
当
時
の
保
険

料
額
で
納
め
ら
れ
ま
す
。

　
任
意
加
入
の
人
に
は
、
免
除
の
方

法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
生
活
が
苦
し

く
な
っ
た
と
き
は
、
滞
納
し
な
い
で
、

任
意
加
入
を
や
め
る
手
続
き
を
と
る

方
が
、
年
金
を
う
け
る
上
で
は
ト
ク

で
す
。

　
保
険
料
を
納
め
な
い
と

　
福
祉
年
金
は
も
ら
え
な
い

　
現
在
の
お
年
よ
り
の
方
で
保
険
料

は
納
め
な
い
で
、
老
齢
福
祉
年
金
を

う
け
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
そ
こ
で

国
民
年
金
に
加
入
し
な
く
て
も
、
七

十
歳
に
な
れ
ぱ
福
祉
年
金
が
も
ら
え

る
と
考
え
て
い
る
入
も
あ
る
よ
う
で

す
。
こ
れ
は
ま
ち
が
い
で
、
保
険
料

を
納
め
な
い
で
老
齢
福
祉
年
金
を
も

ら
え
る
の
は
明
治
四
十
四
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
だ
け
で
す
。

そ
れ
以
外
の
二
十
歳
以
上
の
人
は
被

用
者
年
金
に
加
入
し
な
い
か
ぎ
り
、

国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
、
将
来
の
た
め
に
必
要

で
す
。

交
通
事
故

③
の
願
い鈴木　久江さん

　（白石・田町）

　
新
聞
を
読
ん
で
も
、
テ
レ
ビ
の
ニ

ュ
ー
ス
を
見
て
も
、
一
日
と
し
て
交

通
事
故
の
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
日
も
国
道
を
救
急
車
と
パ
ト
カ

ー
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
走
っ
て

行
く
、
ま
た
事
故
だ
わ
、
い
ね
む
り

運
転
か
な
、
そ
れ
と
も
飛
び
出
し
か

な
と
、
私
の
頭
の
中
は
走
馬
灯
の
ご

と
く
悲
惨
な
事
故
を
想
像
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　
も
う
す
ぐ
一
年
生
の
可
愛
い
い
お

子
さ
ん
達
が
、
赤
と
黒
の
ラ
ン
ド
セ

ル
を
背
負
い
喜
々
と
し
て
学
校
へ
通

う
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
私
達
母
親

の
一
番
頭
痛
の
た
ね
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も
交
通
事
故
で
す
。
通
い
な
れ

た
道
だ
か
ら
と
安
心
し
な
い
で
、
な

れ
た
道
だ
か
ら
こ
そ
気
を
つ
け
て
運

転
者
も
歩
行
者
も
お
互
い
に
ゆ
ず
り

あ
い
。
あ
り
か
と
う
曜
　
．
ど
う
も
々

と
感
謝
の
言
葉
を
か
け
あ
い
、
ひ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
ロ

つ
の
和
を
つ
く
り
「
交
通
事
故
0
」

を
目
ざ
し
て
進
む
た
め
、
ま
す
我
が

家
か
ら
交
通
事
故
を
な
く
し
、
そ
し

て
そ
の
輪
を
地
区
に
、
市
全
体
に
と

広
げ
交
通
事
故
の
な
い
街
に
し
た
い

と
願
う
も
の
で
す
。

話
合
う
家
族
で

　
　
　
　
事
故
の
な
い
世
界

今
年
の
交
通
安
全
標
語
の
よ
う
に
、

私
の
家
で
は
夕
食
の
ひ
と
時
、
車
を

運
転
す
る
主
人
や
子
ど
も
達
と
皆
ん

な
で
、
交
通
事
故
の
恐
し
さ
な
ど
を

話
題
に
し
て
事
故
を
未
然
に
防
止
す

る
よ
う
、
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
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F
’
弄
、

　　高齢者のつどい
演題

“知っておきたいみんなの法律，

　　　　　　ギぼ　　　　大撒授大森純雄先生

　とき3月24日13：30～
　と二ろ　白石市役所大会議室

街路灯の補助申請

は3月5日までに

　街路灯を共同で設置して、維持

管理を行っている組合に対し、補

助金を交付します。すぐに申請を
してください。

〉交付対象　定額契約で契約容量

　　300W以上又は、従量契約で5
　　アンペア以上の組合。
〉対象年月　51年1月から12月まで。

〉添付書類　街路灯配付図。51年
　　度予算書。電灯領収書。

》申請用紙　市商工観光課に備付

　　けてあ｝）ます。該当組合は取

　　P）に来てください。

〉申請・その他3月5日まで市商工
　　観光課へ。

　オリエンテーリング講習会

とき3月26日13：30～
ところ　白石市役所　大会議室
申込み　3月20日まで市教育委員会へ
＊小学5年生以上どなたでも参加できます。

どんな困りごとでも

　誇気軽に
市民相談室に

　こ畑談ぐだざレ1

みどりの少年団員
　25名募集し，ます

　白石みどりの少年団は、県緑化

推進委貝会の指導と市及び各種団

体の協力によ1）昨年8月発足しま

した。

　緑を愛し、自然学習と少年の育

成とみどりの保護保全の活動をす

る目的で、植樹や公園の清掃など

を行っております。

　市内小学校3年生以上の男女が
入団できます。

　ふるってご応募ください。

〉　募集人員　25名

〉　応募資格　市内小学校3年生

　　　　　　　以上の男女

〉　応募方法　応募用紙は事務局

　　　　　　　く中町28松野金夫

　　　　　　　宅奮6－2465＞に

　　　　　　　備えてあります。

＿の．．濤
人
朋

の市石自
≧月1日現在

41，387人

20，153人

21，234人

10，042世帯

口
　
　
　
数

人
男
女
帯

総
　
　
　
世

今月の相談日
　場　　　　所

市役所市民相談室

市役所第2会議室

市　役　所

市役所福祉事務所

市　役　所

市役所福祉事務所

越河出張所

時　　　間

10：00～12：00

10：00～12＝00

10：00～15＝00

10：00～12＝00

10；00～12：00

13：00～14：00

10：00～12：00

相談日

　　5

5・15・25

　　22

1・15
　　5

　　6
　　22

相談区分
行　政　相　談
定期生活相談
社会保険相談
高齢者職業紹介
人権擁護相談
補聴器巡回サービス

補聴器巡回サービス

市社会福祉協議会
新しい理事決まる

昭和51年12月22日開催された、

白石市社会福祉協議会代表理事会

において、次の方々が理事に就任

いたしました。

代表理事（会長）関谷　宗一

副会長理事　　平間　勝郎

副会長理事　　大槻　昭雄

理　　事　 半沢寛栄
理　　事　 佐久間　克

理　　事　　中幡　 操

理　事庄司マツヨ
理事鈴木誠太郎
理　　事　 相場芳久
理　　事　 村上藤蔵
理 事鈴木鉄二郎
理　　事　 遠藤倉雄

　　　　　く敬称略＞

市営アパ』ト

　入居者を募集中

緑が丘に建設した市営住宅（第

2種）の入居希望者を募集してお
r）ます。

　住宅の概要

》　住宅名　緑が丘市営住宅（緑

　が丘二丁目1番112）

〉　募集戸数　9戸
〉　家賃　15，500円

〉　敷金　　家賃の3カ月分

〉　入居予定日　4月1日

〉　申込期間　3月10～3月28日

　その他くわしくは、建設課へお

たずねください。
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日

2

2

3

7

8

9
10

14

16

17

22

23

24

28

行事内容
健　康　相　談

妊　婦　教　室

健　康　相　談

妊　婦　教　室

3カ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　教　室

健　康　相　談

妊　婦　教　室

12カ月児検診

3カ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　教　室

健　康　相　談

妊　婦　教　室

6カ月児検診

3歳6カ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　教　室

6カ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　教　室

受付時問

9130～11：30

13：00～14：00

9：30～11：30

13：00～14：00

13＝00～13＝10

9：30～11二30

13：00～14：00

9：30～11：30

13：00～14：00

13：00～13：10

13：00～13：10

9：30～11：30

13＝00～14＝00

13：00～15：00

13：00～13：10

12二30～13：00

9：30～11：30

13：00～14＝00

13：00～13：10

9：30～11：30

13：00～14：00

場　　　所

越河出張所

大鷹沢公民館

白石保健所

白石市役所

白川公民館

市　民　会　館

白石保健所

大平公民館

小原診療所

市　民　会　館

白石保健所

福　岡　分　室

市　民　会　館

斎川公民館

対 象 者

越河地区の方

大鷹沢地区の方

該当者で通知のないときは衛生課に連絡下さい

白石地区の方

白川地区の方

昭和51年2月出生の方

該当者で通知のないときは衛生課に連絡下さい

大平地区の方

小原地区の方

9月出生者で越河、斎川、・大平、大鷹沢、

小原地区の方
白川、福岡、

昭和48年9月出生の方

福岡地区の方

9月出生者で白石地区の方

斎川地区の方

魂

瘤

内

講

新入生の保護者へ

　小学校に入学する頃から発育が盛んになります。
そのために十分な栄養をとり、運動もよくやり、身
体の発育をうながします。

　しかし、病気に対する抵抗力は成人より弱く、イ
ンフルエンザ、水痘、風しん、おたふくかぜ、結核

などにかかりやすく、学校で集団発生ということも
少なくありません。白石市内の小・中学校でもイン
フルエンザ、風しんなどの集団発生で学級が閉鎖さ
れた例が相当あります。このような病気の予防には、

予防接種をすること、身体をきたえること、十分な

栄養、とくにタンパク質やビタミンA、Cを欠かさ
ないことなどが大切です。

　また、小学生時代に大切なもののひとつに、虫歯
の予防があります。歯の栄養は、カルシウムが第一

ですが、小魚よりも牛乳やチーズなどからつとめて
とるようにしましょう。小魚類のカルシウムは20～
40％ぐらいしか吸収しないのに対し、牛乳やチーズ
は40～60％吸収しますし、他の栄養素もそろってお
ります。歯の手入れは、よくみがくことです。食後

3分以内にみがくことは非常に効果的なので、そん

な習慣をつけさせることが大切です。とくに、キャ
ンディ乳酸飲料をとったあとは、みがくようにした
いものです。

　小学校に就学すると、通学時の交通事故が心配で
す。危険な道路はおとなが互いに守ってやることは
勿論ですが、子供にも充分に注意力をつけさせまし
ょう。元気よく遊び、そして勉強する健康な子供に
みんなでしてやりましょう。

保健栄養教室生徒募集

レ受講資格　18歳以上の市民女子
〉受講料　無料ただし材料費実費個人負担
》募集人員　基礎コース　40名

　　　　　応用コース　40名
　　　　　研究コース　20名
〉申込み　3月21日～31日まで市役所衛生課
》受講期間　4月から53年3月まで
》受講場所　働く婦入の家
　そり他詳しくは市役所衛生課（盈5－2111一内線一

　202番）へおたずねください。

今月の休日当番医

㌢

携
」

日

6
13

20

曜

日

日

日

内 科

加藤（司〉医院⑤2001

引地医院⑤2036
亘理医院⑤8501

外 斗孝

刈田病院⑤2145
朝倉病院⑤2101
刈田病院⑤2145 ※都合により変更になる場合もあります

27　　　　大沼医院⑤2502

21　　　　柿崎医院⑤2210
日　　　　　　　　　　　　　　外　　　　　　　　　　科　　曜　　　　　内
　　祝

　　日

斗琴

銭谷医院52010
宮城医院⑤2062 張
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